
最
初

の
来

日

フ
ラ

ン
ス
人
修
道
女

メ

:

ル

・

マ

テ

ィ

ル

ド

富

田

仁

メー ル ・マ テ ィル ド

横
浜
外

人
墓
地

の
管

理
事
務

所

の
横

の
小
径
を

北

の

方

角

四
、

五
十

メ
ー
ト

ル
ほ
ど

の
と

こ
ろ
、第
十
区

に
サ

ン
・
モ
ー

ル

会

】)
餌
∋
o
ω
α
Φ
ω
巴
畧
ラ
ご
霞

の
修
道
女

た
ち
の
墓
が
あ

る
。

わ
が
国
に
お
け
る
最
初

の
フ
ラ

ン
ス
カ
ト
リ

ッ
ク
の
修
道

女
の

活
動

は
明
治
五

(
一
八
七
二
)

年

六
月

二
十
八
日
、
メ
ー

ル

・

マ
テ

ィ

ル
ド

・
ラ
ク

ロ

ζ
警

①

ω
8

・ζ

讐
ゴ
ま

o

男
。゚
皀
o
け

の
来

日

に
始

ま

っ

た

。

そ

の

メ
ー

ル

・
マ
テ

ィ
ル
ド

が

異

郷

の
地

・
横

浜

で
九

十

七

歳

の
生

涯

を

閉

じ

て
、

そ

の
墓

に
葬

ら

れ

て

い

る

の

で
あ

る
。

最

近

、

マ
テ

ィ

ル
ド

の
生

地

で
あ

る

フ

ラ

ン

ス
の
ヴ

ォ
ー

ジ

ュ
県

シ

ュ
リ

オ

ヴ

ィ

ル

ω
ξ

凶p
仁
く
售
o

の
役

場

の

マ

ユ
ー

ル

・
ダ

ニ

エ
ル

】≦
鋤
)6
仁
「

U
拶
三
巴

氏

の

お
骨

折

り

で
、

そ

の
生

家

の
写

真

と

地

元

紙

が

伝

え

る

メ
ー

ル

.
マ
テ

ィ

ル

ド

に
関

す

る
記

事

の

コ
ピ

ー
を

入
手

し
た

。

マ

ユ
ー

ル

・
ダ

ニ
エ

ル
氏

に
よ

る

と

、

マ
テ

ィ

ル
ド

の
生

家

は
現

在

で

は
他

人

の
所

有

に
な

っ
て

い
て

、

ラ

ク

ロ
家

の
子

孫

は

い

な

い
。

ラ

ク

ロ
姓

を

名
乗

る

家

は
三

軒

ほ

ど

あ

っ
た

が

、
数

年

前

に

そ

の
ひ

と

り
が

病

没

し

て

、

い
ま

は

ラ
ク

ロ
家

は
な

い
と

い
う
。

一
九

五

二
年

の
地

元

紙

の
記

事

は

「
日
本

に

お

け

る
最

初

の
修

道

女

、

シ

ス

タ

ー

・
マ
テ

ィ

ル
ド

・
ラ
ク

ロ
、

一
九

一

一
年

に

ほ

ぼ

百

歳

で
死

す

」

と

い
う

見

出

し

の
も

の
で

あ

る
。

「
彼

女

は
伝

道

の
空

に
光

の
航

跡

を

背
後

に
残

し

て

流

星

の
よ

う

に
過

ぎ

去

っ
た

。
」

こ

の

よ
う

な

書

き

出

し

で
、

メ
ー

ル

・
マ

テ

ィ

ル
ド

の
功

績

が
称

え

ら

れ

て

い

る
。

シ

ュ
リ

オ
ヴ

ィ
ル

の
役

場

に
保

存

さ

れ

て

い
る

マ
テ

ィ

ル
ド

の

生

誕

戸

籍

(写

真

)
に

よ

る
と

、

マ
テ

ィ
ル
ド

は

一
八

一
四
年

二
月

九

日
夜

八

時

に

シ

ュ
リ

オ
ヴ

ィ

ル
で

マ
リ

・
ジ

ュ
ス
テ

ィ
ヌ

・
ラ

ク

ロ

竃

爰

冨

言

ωユ
ロ
o

菊
⇔
皀
o
け
と

し

て
生

を
享

け

て

い

る
。

彼
女

は
農

夫

の
父

フ

ラ

ン

ソ

ワ

・
ラ

ク

ロ

閃
蕁

暑

o
.q・

菊
霧

一〇
叶

(
三

十

四
歳

)、
母

マ
リ

・
ラ

ミ

レ
ー

ル

ζ

碧

凶o

ド
蝉
8
凶希

ピ
o

の

子

で

あ

っ
た
。

一
八

=

ハ
年

六

月

二

十

三

日

に

は

、
弟

フ

ラ

ン
ソ

ワ

.
グ

ザ

ヴ

ィ

エ

一34一



マティル ドの生誕戸籍

閃
騫
9
9
ω

×
鋤
く
δ
門

が
生

ま
れ

て
い
る
。

大
変
敬
虔
な

力
ト
リ

ッ
ク
教
徒

で
あ

る
身

分
の
高

い
ラ
ク

ロ
家

の

出

で
あ

る

マ
テ

ィ
ル
ド

・
ラ
ク

ロ

は
父
方

か
ら
控

え
目
な
謹
厳

さ
、

母
方

か
ら
厳
格

な
教
育
を
受
け

つ

い
だ

が
、
こ
う
し
た
こ
と
が

彼
女

を
し
て
宗

教
上

の
義
務

に
忠
実

に

し
、
苦
難
に
あ

っ
て
は
強
く
、勇
敢

で
、
謙

虚

な

、
従

順

な

女

性

に

し

た

よ
う

で
あ

る
。

一
八

二

一
年

に

マ
テ

ィ

ル
ド

は

シ

ュ
リ

オ

ヴ

ィ

ル

の

エ
コ
ー

ル

・
ド

・
ム

ッ
シ

ュ
ー

・
ピ

ュ
ル

テ

ィ

エ

国
o
巳
o

山
o
]≦
°
勹
巳
け囲震

と

い
う

学

校

に
入

っ
た

。

そ

こ
は

ピ

ュ
ル

テ

ィ

エ
が

ひ

と

り

で

教

え

て

い

る
小

規

模

な

学

校

で

あ

っ
た

。
一
八

二

七
年

、
マ

テ

ィ

ル
ド

は
最

初

の

聖

餐

式

を

行

な

っ
た
あ

と

、

シ

ュ
リ

オ

ヴ

ィ

ル
か

ら
数

マ
イ

ル

の
距
離

に

あ

る

ラ

ン
グ

レ
ー

ピ
穹

σq
δ
ω

の

サ

ン

・
モ

ー

ル
会

の
幼

き

イ

エ
ズ

ス
会

い
.国
誌

㌣

耳

ま

翰

ω

の
寄

宿

学

校

に

入

っ
た

。

寄

宿

学

校

で

は

メ

ー

ル

・
リ

エ
ゴ

…

ル

ζ
酵

①

=

o
ぴq
蝉
巳
け

の
薫

陶

を

受

け

た

。
メ

ー

ル
・
リ

エ
ゴ

ー

ル
は

フ

ラ

ン

ス
革

命

の
と
き

に

ボ

ル
ド

ー

か

ら

追

わ

れ

て

パ

リ

に

出

た

が

、

一
七

九

四

年

の

マ
ダ

ム

・
エ
リ

ザ

ベ

ー

ト

の
殉

教

の
あ

と

、
生

ま
れ

故

郷

の

ラ

ン
グ

レ
ー

に
戻

っ
て
、

納

屋

の

よ
う

な

小

さ

な

建

物

に
学

校

を

開

き

、

見

棄

て

ら
れ

て

い
た

子

ど

も

た

ち

の
教

育

を

始

め

た

。

読

み
、

書

き

、
働

き

、
と

く

に
祈

る

こ
と

を

子

ど

も

た

ち

に

教

え
た

。

当

時

、

修

道

院

を

追

い
出

さ

れ

た

修

道

女

た

ち

が

ラ

ン
グ

レ
ー

に

い

て
若

い

人
び

と

の
教

育

に
当

た

っ
て

い

た
が

、

や

が

て
富

裕

な
家

庭

は

娘

た

ち

を

メ

ー

ル

・
リ

エ

ゴ
ー

ル

の
と

こ
ろ

に
預

け

る

よ

う

に

な

っ
た
。

こ

こ

に

一

マティル ドの生家

種

の
寄
宿

舎
が

つ
く
ら
れ
、

一
八

〇
四
年

以
来
寄
宿

学
校
と
通
学
学

校
が
開
か
れ
た

の
で
あ

っ
た
。

シ

ュ
リ
オ
ヴ

ィ
ル
の
地

元
紙

で

は

「
十
八
歳

の
と
き

、
み
ん
な
に

は
そ
れ
が
美

、
青

春
、
愛
情

、
安

楽

、
自
由

を
犠
牲

に
す

る
こ
と
が

気
違

い
じ
み
た
こ
と
で
あ

る
と
き

に
、
彼
女

は
《

ダ
ー
ム
・
ド
・
サ

ン

モ
ー

ル
》

と
呼
ば
れ

る
幼
き

イ

エ

ズ

ス
愛

徳
修
道
会

に
入

っ
た
」
と
伝

え
ら
れ

て
い
る
が
、

・
モ
ー

ル
会

入
会

の
時
期

に

つ
い
て
は

一
八
二
七
年

の
幼
き

イ

エ
ズ

ス
会

の
寄

宿
学
校

入
学

の
年
を
そ
れ
と
み
な
す

か
、

メ
ー

ル

・
リ

エ
ゴ
ー

ル
と
出
会

い
、

そ

の
薫

陶

の
の
ち
に
終
生
神

へ
の
道

に
専
念

す
る
決
意

を
し
た
年
と
す

る
か
に

よ

っ
て
二
説
に
分
か
れ
る
よ
う

で
あ

る
。

マ
テ

ィ
ル
ド
は
修
道
女
と

し
て
の
生
涯
を
選
ぽ
う
と

い
う
決
意
を
固
め
た
と

き

、
従
弟

の
ヴ

ィ
ク
ト

ル
に
打

ち
あ
け
、
ヴ

ィ
ク
ト

ル
か
ら
両
親
に
伝
え

て
も

ら

っ
た
よ
う

で
あ

る
。
父
親

は
娘

の
人
生
決
定
に
同
意

し
た
が
、
母
親

は
反
対

し
た
。

こ
の
母
親

の
反
対

は
マ
テ
ィ
ル
ド

の
生
涯

の
悩

み
と
な

る
の
だ

っ
た
。

一
八

三
五
年

三
月
十
九
日
、

マ
テ

ィ
ル
ド

は
初
聖
願
を

た
て
、
南

フ
ラ
ン
ス

の
バ

ニ
ョ
ル

切
鋤
σq
p
9
ω

で
修
練
生
活
を
過
ご
す

こ
と

に
な

っ
た
。

そ

の
あ
と

ピ

ア
ジ

ェ
℃
貯
αq
o
け、

セ

ッ
ト

QQ
o
耳
o
、

ベ
ジ

エ
bご
ひ
風
臼

に
移

り
、
修
道
女
と
し

て
の
研
鑚
を
積

ん
だ
。

サ

ン
・
モ
ー

ル
会

の
創
始
者

ニ
コ
ラ

・
バ

レ

Z
向8

一9。
ω
bd
異
氤

(
一
六

二

一
～

一
六
八
六
)

は

「
修
道
女
た
ち
は

つ
ね
に
ど

こ
で
で
も
教

え
る
心
構

え
に
な

っ

一35一



て

い
る
」

と
述

べ
て
い
た
淋

、
総
長

メ
ー

ル

・
ド

・
フ
ォ
ド
ア

ス

竃
酵
o
α
①

閃
畧

α
o
拐

は

ロ
ー

マ
法
王
ピ
オ
九
世

の
書
簡

に
よ

っ
て
修
道
会

に
命

じ
ら
れ

た

極
東
布
教

へ
の
道
に
修
道
女
を
向

か
わ
せ
る
決
意

を
し
な
く
て
は
な
ら
な
か

っ

た
。
た
ま
た
ま

マ
レ
ー

シ
ア

の
法
王
代

理
で
あ

る
ブ
ー

シ
ョ
猊

下

蜜
oq
戦
゜
しd
o
〒

6
げ
9

・
は
ナ

ン

・
モ
ー

ル
会

の
行
な

っ
て
い
る
修
道
女

の
養
成
を
知

っ
て
、

パ

リ
外
国
宣
教
会

の
ブ
ー

レ
〃
神
父

℃
驚
Φ
切
o
霞
9

の
斡
旋

で
修
道
女
派
遣

の

依
頼
を

メ
ー

ル

・
ド

・
フ
ォ
ド
ア

ス
に
要
請
し
た

の
で
あ
る
。
任

地
は

マ
ラ

ヅ

カ
で
あ

つ
た
。

一
八
五

一
年
十

二
月
十
亠ハ
日
、
バ

レ
神
父

勹
酵
o
bσ
霞
み

は
五

人

の
修
道
女
を
伴
れ
て
ア

ン
ヴ

ェ
ー

ル
港

か
ら
旅
立

っ
た
が
、
希
望
峯

経
由

の

航
海

は
修
道
院
長
と
な
る
メ
ー

ル

吃
ポ

リ
ー
ヌ

寓
酵
o
望
ρ

℃
9
巳
ぎ
o

の
病

死
と

い
う

ふ
う
な
事
故
も
あ

っ
て
不
幸
な
結
果

に
終
わ

っ
た
。

一
八
五
二
年
九
月
十
四
日
、

マ
テ
ィ
ル
ド
は
総
長
メ
ー

ル

・
ド

.
フ

ォ
ド
ア

ス
か
ら
ベ
ナ

ン
め
修
道
院
長
と

し
て
極
東
布
教

に
赴
く
よ
う
命

令
を
受
け
た
。

今
度

は
海
路

で
は
な
く

て
、
幌
馬
車

で
ス

エ
ズ
地
峡
を
横
切
る
旅
で
あ

っ
た
。

マ
テ

ィ
ル
ド
は
同
月
十
七

日
に
四
入

の
修
道
女
、

ア
ポ
リ
ネ
ー

ル

諺
℃
℃
o
嵩
蠧

-

酌No
、
グ

レ
ゴ
ワ
ー

ル

O
冨
oq
o
ぐ
o
、
ア

ン
セ

ル
ム

>
pω
〇
一ヨ
、

ガ

エ
タ

ン
0
9。
爭

冨
昌

を
連
れ

て
パ
リ
を
出
発

し
た
。

マ
テ
ィ
ル
ド

は
ベ
ナ
ン
派
遣

の
命
令
を
受

け

て
か
ら
出
発

ま
で
わ
ず

か
に
三
日
間
し

か
余
裕
が
な

か

っ
た
た

め
か
、
家

族

と
も
会
う

こ
と
な

し
に
旅
立
た
な
く

て
は
な
ら
な

か

っ
た
。
そ
れ
以
後
、

マ
テ

ィ
ル
ド
は
家

族
と

は
顔

を
合
わ

せ
る
こ
と
が
な

か

っ
た

の
で
あ

る
。
・

ペ
ナ

ン
で
は
極

め
て
質
素
な
生
活
を
送

り
、
熱
帯

の
風
土

・
気
候
や
異
教
徒

た
ち
か
ら

の
不
信

の
眼

な
ど

に
苦
し
み
な
が
ら
も
、

マ
テ

ィ
ル
ド

は
差
し
迫

っ

た
任
務

を
果

た
し
、
ペ
ナ

ン
の
み
な

ら
ず
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や

マ
ラ

ッ
カ
に
ま

で
修
道

院
を
建

て
、
捨

て
子
の
た
め
の
孤
児
院
、
養
老
院
、
土
着
民

の
た

め
と

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人

の
た
あ

の
学
校

な
ど

を
設
立
し
た
。

マ
テ

ィ
ル
ド

は
と
り
わ
け

幼

い
子
ど
も
た
ち

の
面

倒
を
み
、
そ
の
初
等
教
育

に
専
念
し
た
。

こ
の

マ
テ
ィ

ル
ド

の
活
動

は
の
ち
に
セ
レ
ン
バ
ン
、
ク

ア
ラ
ン
プ
ー

ル
な
ど
各
地
に
修
道
院

の
設
立
を
促
す
役
割
を
果
た
し

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

マ
テ

ィ
ル
ド
は
彼
女
が
伴

っ
て
き
た
修
道
女
た
ち

の
協
力
を
え
て
多
数

の
人

び
と
を

力
蚤
リ

ヅ
ク
の
教
え

に
改
宗
さ

せ
て
い
た
が
、
子
ど
も
た
ち
に
地
理
を

教

え
て
い
る
と
き
、
日
本

の
地
図
を
描
き
な
が
ら
、
ふ
と

〃
日
出
ず
る
国
"
日
本

に
通
ず

る
道

に
沿

っ
て
旅
す

る
こ
と
を
夢
想
す
る

こ
と
が
あ

っ
た
。

マ
テ
ィ
ル

ド
は
神

が
そ
れ

を
欲

し
、
彼
女
が
最
初

の
修
道
女
と
し

て
日
本

に
派
遣
さ
れ
る

こ
と
を
願

っ
た
。
だ
が
、

日
本

は
ま
だ
鎖
国
中

で
あ
り
、

キ
リ

ス
ト
教

の
布
教

は
き
び

し
く
禁

じ
ら
れ

て
い
た

の
で
あ
る
。

フ
ラ

ン
シ
ス
コ

・
ザ
ヴ

ィ
エ
ル
が
初
め

て
キ
リ

ス
ト
教
を
わ
が
国
に
伝

え
、

一
時
期

は
信
者

も
祈

り
を
捧
げ

る
こ
と
が
許
さ
れ
た
が
、
.-そ

の
あ
と
周
知

の
よ

う
に
、

三
世
紀

に
及

ぶ
キ
リ
シ
タ

ン
禁
制

の
時
代
を
過
ご
さ
な
く

て
は
な
ら

な

か

っ
た
の
で
あ

る
。

"

、

ペ
リ
ー

の
来
航

く
一
八
五
三
年
)

で
わ
が
国

の
国
際
的
環
境

は
大
き
く
変
わ

り
、
り

い
に
開

国
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
や
、

キ
リ

ス
ト
教

の
宣
教
師
た
ち
も
続

々
と
来
日
し
、

フ
ラ

ン
ス
カ
ト
リ

ヅ
ク

の
人
び

と
の
活
動
が
始

ま

っ
た
。

一
八
七

二
年

五
且
十
九
日
、
々

デ

ィ
ル
ド
は
日
本

に
お
け

る
法

王
代
理

で
あ

る
プ
チ
ジ
ャ
ン
遅

滞
・萄

教
か
ら

一湧

蕎

を
受
け
と
.
た
。
杲

布

教

の
要
請

で
あ
り
,
そ

こ
に
ば

キ
リ

シ
タ

ン
禁
制

の
解

か
れ

る
希
望
が

み
え

て

き
た
,か
ら
す
ぐ
に
修
道
女

に
来

て
も

ら
い
た
い
と

い
う
文
面
が
綴

ら

れ

て

い

た
。

マ
テ
ィ
ル
ド
は

か
ね
て

の
念
願
が

か
な
う
歓
び

を
覚

え
た
が
、
独
断

で
決

め

る
わ
げ

に
も

い
か
ず

、、
シ
ン
淋
ボ
ー

ル
に

い
る

ル
テ

ユ
ル
デ

ュ
司
教

の
指
示

を
仰

ぎ
、
パ
リ

の
サ

y
冖・
モ
ー

ル
会

本
部

の
総

長
メ
ー

ル

・
ド

・
フ

ォ
ド
ア

ス

に
前
ぼ
開
通
し
た
ば
か
り

の
電
信
を
使

っ
て
問

い
合

わ
せ
た
。

五
月

二
十

日
正
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午
頃

に
メ
ー

ル

・
ド

・
フ

ォ
ド

ア

ス
は
正
式

に
こ
れ
を
許
可
す
る
旨
、
打
電
し

た
。

マ
テ

ィ
ル
ド
は
翌
二
十

一
日
朝

八
時

に
そ

の
通
知
を
受
け

て
、

こ
こ
に
来

日
が
決
定

し
た
。

,
マ
テ

ィ
ル
ド
は
ナ

ン

・
モ
ー
ル
会

の
創
立
者

ニ
コ
ラ

・
バ

レ
神
父

の
精
神
に

の
っ
と

っ
て
孤
児

や
貧

し
い
人
び
と

の
救
済

に
当
た

っ
て
き
た
が
、
そ
う
し
た

功
績
が

プ
チ
ジ

ャ
ン
司
教

の
知

る
と

こ
ろ
に
な

り
、
開
国
直
後

の
日
本

で
は
有

能

な
修
道
女

の
活
動
が

必
要

で
あ

り
、

マ
テ

ィ
ル
ド
に
そ

の
任
に
当
た

っ
て
も

ら
う
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ

る
。
ジ

ラ
ー

ル

O
騨
鍵
α
神
父
が
生
前
す

で
に

シ

ン
ガ
ポ
ー

ル
で

マ
テ

ィ
ル
ド
に
会

っ
て
い
た
こ
と
も

こ
の
人
選

に
少
な

か
ら

ぬ

影
響
が
あ

づ
た
も

の
と
考

え
ら
れ

る
。

マ
テ

ィ
ル
ド
は
日
本

に
お
け

る
法
王
代

理
で
あ

っ
た

ジ
ラ
ー

ル
神

父
と

一
八
六
〇
年

に
会

っ
た
と
き

の
感
激
を
思

い
出

し
な
が

ら
、

日
本

に
赴
く
準
備
を
急

い
だ

こ
と
だ
ろ
う
。

六
月
十

日
、

マ
テ

ィ
ル
ド
は
四
名

の
修
道
女
、

ノ
ル
ベ
ル

Z
o
旨
o
畧
、

フ

ェ

ル
デ

ィ
ナ

ン
閃
o
a
ぎ
毬

良
、
ジ

ュ
ラ
ー
ズ
O
o
貯
ωo
、
グ

レ
ゴ
ワ
ー

ル
O
議
oq
o
脊
Φ

と

と
も

に

シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
を
出
港

し
、
香
港

で
ヴ

ォ
ル
ガ

<
o
応
帥

号

に
乗
り

か
え
、
同
月

二
十

八
日
早
朝

五
時

に
横
浜

に
入
港
し
た
。

「
翌
朝
、
愛
ず

る
日
本

々
土
が
見
・兄
て
来

ま
し
た
。
起
伏

の
多

い
海
岸
線
、

重

な
る
緑

の
岡
、

入
江
、
燈
台
、
小
さ
な
村
落
、
行
き

か
う
無
数

の
漁
船
…
…

私
共

は
ど

ん
な

に
深

い
愛
を

こ
め
て
こ
れ
ら
を
見

つ
め
た

こ
と

で
し

ょ
う
。
す

べ
て
は
私
共

の
興
味
を
そ
そ

り
、
私
共

の
心

に
語

り
か
け

て
く
る

の
で
し
た
。

(中
略
∀
私
共

は
朝

の
五
時

に
港

に
着
き
ま
し
た
。
直
ち
に
二
人

の
神
父
様

が

迎
え
に
上

っ
て
来

て
下
さ

り
、
小
船
に
乗

り
か
え
ま
し
た
が
小
船
が
岸
に
着

い
た
時
、
も

し
傍

に
誰
も

い
な
け
れ
ぽ
、
私

は
そ

こ
に
ひ
ざ

ま
つ
い
て
こ
の
日

本

の
土

に
接
吻

し
た
こ
と

で
し

ょ
う
ゆ
」

(
マ
テ

ィ
ル
ド
の

「
手
記
」
)

マ
テ

ィ
ル
ド
は

「
手
記

」
に
来

日
の
感
激
を
綴

っ
て
い
る
。

マ
テ
ィ
ル
ド

一

行
を
出

迎
え
た

の
は
プ
チ
ジ

ャ
ン
司
教

で
あ

っ
た
つ
プ
チ
ジ

ャ
ン
司
教
は

マ
テ

ィ
ル
ド
た
ち
を
横
浜
天
主
堂

に
案
内
し
、
ミ
サ
を
あ
げ

た
。
そ
れ
か
ら
い

っ
し

ょ
に
食
事
を
と

り
、
必
要
な

二
、幽
三
の
日
本
語
を
教
え
、

マ
テ

ィ
ル
ド
た
ち
を

仮

の
住
居

に
案
内
し

て
く
れ
た
。.

マ
テ

ィ
ル
ド

た
ち
が
最
初

に
覚
え
た
日
本
語

は

「
雨
降

り
ま
す

」

「
風
吹
き

ま
す
」

で
あ

っ
た
と

い
う
。

マ
テ
ィ
ル
ド
た
ち
は
そ

の
住
む
国
の
言
語

を
十

分

に
話

せ
な
く

て
は
伝
道
が
成
功
し
な

い
こ
と
を

シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
な

ど

の
布

教
活

動

で
い
や
と

い
う
ほ
ど
思

い
知
ら
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
す

で
に
五
十

八
歳

の

マ
テ

ィ
ル
ド

は
ま

る
で
若
者

の
よ
う
に
む
ず

か
し

い
日
本
語

の
学
習

に
取

り

組

ん
だ
。

マ
テ
ィ
ル
ド

は
当
初

は
山
手
五
十
八
番
地

の
小
さ
な
家

を
借

り
て
住

ん
だ
が
、
そ

こ
に
孤
児

や
捨
て
子
を
収
容

し
て
世
話

に
当

た
つ
た
。
横
浜
最
初

の
孤
児
院

で
あ

り
、
仁
慈

堂
と
名
づ

け
ら
れ

た
。

・

同
年

十

一
月

一
日

マ
テ

ィ
ル
下
は
山
手
八
十

三
番

に
五
千
三
百
五
十

九
平
方

メ
ー
ト

ル

(
千
六
百

二
十
四
坪

)

の
土
地
を
借

り
受
け
て
い
る
が
、

そ
の
名
義

は

「
佛
國
尼
學
舎
」
と
な

っ
て
い
る
。

マ
テ
ィ
ル
ド

の
活

動
が
孤
児
と
捨

て
子
の
世
話

の
み
な
ら
ず
教
育

の
面

に
拡

が
り
を
み

せ
て

い
る
こ
と
が
、
そ
う
し
た
名
義

に
看
取

さ
れ

る
。

マ
テ

ィ
ル
ド

は
明
治
六
年
に
仁
慈
堂

の
財
源
確
保

と
そ
の
任

務
に
必
要
な
若

い
修
道
女

探
し

の
た

め
に
ひ
と
ま
ず
帰
国
し
た
が
、

フ
ラ

ン
ヌ
公
使

の
援
助

を
え
て
居
留

地
在

住

の
外
国
人
子
女

の
教
育
と
貧
困
家
庭

の
児
童

の
教
育

の
た
め
に
学

校
を
設
立

し
た
。
サ

ン

・
モ
ー

ル
學
校
と
菫
女
學
校

の
設
立
が
そ
れ

で
あ

る
。
学

校
は
山

手
八
十
八
番
地

に
土
地
を
借

り
受
け
て
建
て
ら
れ
た
も

の
で
あ

る
。
-

・
、「
是
年
佛
國
婦
人
、
サ

ン

・
マ
テ
ィ
ル
ダ
横
濱
山
手
居
留
地

ニ
ダ
ー

ム

・
ド

・
ナ

ン
モ
ー

ル
學
校
及
菫
女
學
校

ヲ
設
立

シ
前
者

ニ
テ

ハ
在
留
外
人

ノ
子
弟

ヲ

教
育

シ
後
者

ニ
テ

ハ
本
邦

ノ
孤
兒

ヲ
收

メ
テ
救
濟
教
育

ス
」
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『神

奈
川
県

教
育

史
』
の
明
治

七
年

の
項

に
は
右

の
よ
う
な
記
述
が
あ

る
が
、

こ
れ

か
ら
も
菫
女
學

校
が
仁
慈

堂
の
発
展

し
た
も

の
で
あ

る
こ
と

が

わ

か

ろ

う
。
仁
慈
堂

か
ら
董
女
學

校
ま
で
の
三
年
間

に
児
童
数

三
百
五
十
人
、
乳
幼
児

八
十
人
、
里
子

二
百
五
十

人
と
、
収
容

人
員

も
大
幅

に
増
加

し
て
い
る
。

サ

ン

・
モ
ー

ル
会

は
東

京
築

地
に
も

サ

ン

・
モ
ー

ル
學
校
、
修
道
院
、
孤
児

院
、
女
子
語
學

校
を
こ
の
年

に
設
立

し
て
い
る
が
、

マ
テ

ィ
ル
ド

は
明
治
七
年

十

二
月
二
十

七
日
、

シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
、
横
浜

と
築

地
の
修
道
院
長
な
ど

の
任

を
委

ね
て

い
た

シ
ス
タ
ー

・
ノ

ル
ベ

ル
の
死

の
報

せ
を
受
け
、
翌
年

一
月

シ

ス

タ
ー

・ザ
ヴ

ィ
エ
ル
、

シ
ス
タ
ー
・
エ
マ
ニ

ュ
エ
ル
を
伴

い
、
横

浜

に
戻

っ
た
。

「
私
は

シ
ス
タ
ー
、
ノ

ル
ベ

ル
の
死

に
よ

っ
て
途
方

に
く
れ

ま
し
た
。

一
八

七
六
年

一
月
六
日
、
二
人
の

シ
ス
タ
ー
を
連

れ
て

シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
・を
発

ち
、

日

本
に
向

か

い
ま
し
た
が
、

船
に
の
る
や
す
ぐ

船
室

に
入
り
、

ひ
と
り
で
思
う
存

分
泣
き
ま
し
た
。

」

(
マ
テ

ィ
ル
ド
の

「
手
記
」
)

マ
テ
ィ
ル
ド

は
ノ
〃
ベ
ル
修
道
女

の
死

で

シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
修
道

院
長
と
し

て
日
本

の
サ

ン

・
モ
ー

ル
会

の
事
業
を
も
統
率
し
て

い
る
こ
と
が
不
可
能

に
な

っ
た

の
を
知
り
、
日
本
に
戻
る
決
心
を
し
た
の
で
あ

っ
た
。
す

で
に

一
八
七
二

年
十
月

二
十
七
日
に

は
シ
ス
タ
ー

・
フ

ェ
〃
デ

ィ
ナ

ン
も
病

死
し
て
い
た
の
で

あ

る
。
そ

こ
に

シ
ス
タ
i

傷
ノ
ル
ベ
ル
の
死
で
あ
り
、

一
時

は
途
方

に
暮

れ
る

思

い
で
あ

っ
た
。

マ
テ
ィ
〃
ド

は
自
分
も
日
本

の
地
に
骨
を
埋
め
よ
う
と
横
浜

修
道

院
長
と
し

て
決
意
も
新
た
に
来
日
し
、
董
女
學

校

の
経
営
に
携

わ
る
と
と
も
に
、
築

地
で

の
活
動
に
も
力
を
そ
そ
ぐ

の
で
あ

っ
た
。

マ
テ

ィ
ル
ド

は
と
く
に
女
子
教
育

に
力
を
入
れ

る
こ
と
に
な
り
、
そ

こ
に

フ

ラ
ン
ス
カ
ト
リ

ッ
ク

の
宣
教
活
動

の
新
し

い
局
面
が
開
か
れ
て

い
く

こ
と
に
な

っ
た
。

仁
慈
堂
、
菫
女
學
校
な
ど
に

お
け

る
孤
児

の
救
済

で
は
、
衣
食

の
世
話

の
き

わ

め
て
莫
大
な
費
用

に
加
え
、
働
き
手

で
あ

る
修
道
女

の
不
足
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
困
難
が

マ
テ
ィ
ル
ド

の
上
に
襲

い
か
か

っ
た
。
資

金

の
調
達
と
要
員

の
育

成
、
と
く
に

日
本
人

の
修
道
女

の
養
成
が
急
務
と
な

っ
た
。

シ
ス
タ
ー

.
マ
ル

グ

リ

ッ
ト

・
山
上

は
そ
う
し
た

マ
テ
ィ
ル
ド

の
期
待
に

こ
た
え
る
邦
人
修
道
女

と

し
て
活
躍
し
た
。
孤
児
や
捨

て
子
を
と
き
に

は
自
分

の
戸
籍

に
入
れ
て
山
上

姓
を
名
乗
ら

せ
る
な
ど
、
そ

の
世
話
を
受
け
た
者

は
三
千
亠ハ
百
人
に
あ
が

っ
た

と

い
う
。

菫
女
學
校

は
尼
寺

の
孤
児
院

の
愛
称

で
横
浜

の
人
び
と
に
親

し
ま
れ
た
が
、

こ
こ
で
養
育
さ
れ
、
教
育
を
受
け
た
女
子

は
外
国
人
や
目
本

の
商
人

の
家
庭

で

働
き
手
と
し

て
歓
迎
さ
れ
た
。

明
治

三
十

二
年
十
月

二
日
、
サ

ン

・
モ
ー

ル
会

は
横
濱
紅
蘭
女
學
校
を
開
校

し
た
。

こ
の
年
、
条
約
改
正

の
実
施

に
伴

い
、
外
国
人
も
私
立
學
校
を
経
営
す

る
こ
と
が
認

め
ら
れ
た

の
で
、
従
来
非
公
認

で
女
子
教
育
に
当
た

っ
て
き
た
キ

リ

ス
ト
教
主
義

の
私
塾
も
私
立
学
校

の
許
可
を
受
け

て

「
高
等
女
學
校
に
類
す

る
各
種
學
校
」
と

し
て
区
分
さ
れ

る
こ
と
に
な

っ
た

の
で
あ
る
。
教
育
勅
語

の

趣
旨

を
教

え
る
修
身
が
高
等
女
学
校

で
は
必
修

で
あ

っ
た

こ
と
、

一
般

の
教
育

を
宗

教
の
ほ
か
に
独
立
さ

せ
る
こ
と
な
ど

の
理
由

で

「
高
等
女
學
校
に
類
す

る

各
種
學

校
」
の
認

可
を
あ

た
え
ら
れ

た
の
で
あ

る
が
、
横
濱
紅
蘭
女
學
校

は
日

本

に
お
け

る
サ

ン

・
モ
ー

ル
会
最
初

の
正
式

の
女
学

校
と
し
て
発

足
し
た
の
で

あ

っ
た
。

「
紅
蘭

女
學

校
は
中
區

山
手
町
八
十

八
番

に
在

る
。
本

校
は

ロ
マ
ン

・
カ
ト

リ

ッ
ク
系

佛
國
ナ

ン
モ
ー

ル
修
道
會

の
經
營

で
明
治

三
十

二
年
十
月

二
日
の
創

立
で
あ

る
。
三
十
九
年

三
月

一
日
、
財
團

法
人
サ

ン
モ
ー

ル
學

院
の
組
織

さ
れ

る
や
、
本
校

は
其
本
人

の
手
に
移
さ
れ
た
。
併

し
噛
此
基
礎
的

事
業

と
も

云

ふ
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べ
き

ダ
ー

ム

・
ド

・
サ

ン
モ
ー

ル
學

校

は
既
に
遠
く
明
治
五
年

六
月
に
創
立

せ

ら
れ
、
佛
人

メ
ー
ル

・
サ

ン

・
マ
ッ
チ

ル
ダ
女
史

に
依

り
、
永
年
教
育
事
業
と

共
に
瓧
會
救
濟
事
業
が
行
な
わ
れ

て
い
た

の
で
あ

る
。
本
校
最
初

の
校
長

は
メ

ー

ル

・
サ

ン

・
ル
ド
カ
ー

ル
女
史
、
俗
名

エ
リ
ザ
ベ

ッ
ト

・
ヌ
リ
で
、
開
校
當

初

は
校
舍

四
十

三
坪
、
第

一
年

の
生
徒
數
僅

々
三
人

に
過
ぎ
な

か

っ
た
。
」

(『
横

浜
市
史
稿

教
育
編
」
)

教
科
内
容
と

し
て
は
修
身
、
国
語
、
数
学
、
地

理
、
歴
史
に
加
え

て
、

フ
ラ

ン
ス
語
、

ド
イ
ツ
語
、
英
語

、
音
楽

で
あ

っ
た
。
死

の
前
年

(
一
九

一
O
年
)

マ
テ

ィ
ル
ド
は
「
ジ

ャ
パ

ソ

・
ガ
ゼ

ッ
ト
」
紙

の
イ

ン
タ
ヴ

ュ
ー
で
、
仏

・
独

・

英
の
三
力
国
語
が

教
え
ら
れ

た
こ
と
を
語

っ
て
い
る
。

た
だ

し
、

マ
テ

ィ
ル
ド

は
開

校
時

の
生
徒
数

は
二
名

で
、

一
九

一
〇
年
現
在

百
二
十
名

で
あ

る
こ
と
を

つ
け
加

え
て
い
る
。

な
お
、
横
濱

紅
蘭
女
學
校

に
先
だ

つ
二
年
前

(明
治

三
十
年
)
、
東
京

の

葵

町

(
の
ち
に
平
河
町
)
に
雙
葉
會
が
設
け

ら
れ

、
良
家

の
子
女

を
対
象

に
し
て

語
学

(
フ
ラ

ン
ス
語

、
英
語
)
、音
楽

、
技
芸

な
ど
を
教
え
た
。

明
治

三
十

二
年

築

地

の
女

子
語
學
校

は
こ
の
雙
葉

の
名
称
を

と

っ
て
雙
葉
高
等
女
學
校

と
し
て

新
し
く
発
足
し
た
。

メ
ー

ル

・
テ

レ
ー
ズ

ζ
卑
。
↓
ま

み
ω
o

が
初
代
校
長
と

・な

っ
た

こ
の
学
校
は
翌
年

に
は
麹

町
の
新
校
舎

に
移

っ
た
。

さ
ら
に
、
明
治
三
十

六
年

に
は
静
岡
の

レ
イ
神

父
の
要
請

か
ら
駿
府
城

の
ほ

と
り
に
修
道
院
が
建
て
ら
れ
、
佛
英
女
學

校
が
開

校
さ
れ
た
が

、
こ
れ
が

の
ち

の
不

二
女
學
校
、
静
岡
雙
葉
學
園

へ
発

展
し
て
い
く

の
で
あ

る
。

マ
テ
ィ
ル
ド
が
種
子
を
蒔

い
て
育
成
し
た
社
会
事
業

と
教
育
事
業

は
九
十

七

歳
十

一
ヵ
月
と

い
う
そ

の
死

(
明
治
四
十
四
年

一
月
二
十

日
)
に
よ

っ
て
も
終

わ

る
こ
と
が
な
か

っ
た
。
横
浜

山
手
八
十

三
番

地
の
サ

ン

・
モ
ー

ル
会

の

一
室

で
老
衰

の
た

め
に
静
か
に
昇
天
し
た
メ
ー

ル

・
マ
テ

ィ
ル
ド
の
死
後

に
む
し
ろ

大
き
な
成
果
を
結
ん
で
い
る
の
で
あ

る
。
関
東
大
震
災

で

一
時

は
烏
有

に
帰
し

た
も
の

の
、
修
道
女

た
ち
の
尽
力

で
旧
校
地

に
新
校
舎

を
竣

工
し
て
、
再
興
を

計
り
、
今
日

の
カ
ト
リ

ッ
ク
教
育

の

一
翼

を
担

う
雙
葉
学
園

へ
と
発
展

し
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。

社
会
福
祉
事
業

か
ら
女

子
教
育
事
業

に
と
そ
の
活
動

の
場

を
見
出

し
た

メ
ー

ル

・
マ
テ
ィ
ル
ド

は
来
日
当
時
既
に
六
十

歳
に
近

い
年
齢

で
あ

り
、
決
し
て
個

人
的
な

ス
タ

ン
ド
プ

レ
ー
を
み
せ
る
こ
と
な
く

、
サ

ン

・
モ
ー

ル
会

の
指
導
的

人
物
と
し

て
組
織

の

一
員

の
枠
を
越
え
ず

、
地
道

に
そ
の
使
命

を
果
た
し
五
千

六
百
七
十
八
名

の
洗
礼
を
行

っ
た
の
ち
に
、
横
浜

の
地

に
骨
を
埋

め
た
至
高

の

マティル ドの墓(横 浜外人墓地)

魂

の
ひ
と

で
あ

っ
た
。
横
浜
外

人

墓
地

で
、
来

日
以
来
苦
労
を
わ
か

ち
あ

っ
た

シ
ス
タ
ー
た
ち

(
ノ
ル

ベ
ル
、
グ

レ
ゴ

ワ
ー

ル
、

フ

ェ
ル

デ

ィ
ナ

ン
)
と
と
も
に
同
じ
墓
の

中
に
葬
ら
れ

て
い
る
メ
ー

ル

・
マ

テ

ィ
ル
ド

は
フ

ェ
リ

ス
女
学
院
の

創
立
者
キ

ダ
ー
女
史

の
よ
う
に
は

知
ら
れ

る
こ
と

の
少
な

い
修
道
女

で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
そ

の
功
績

に

お

い
て

は
決
し
て
優

る
と
も
劣

る
こ
と
の
な
い
人
物

で
あ

っ
た
。

【
付
記
i

最
近
、
渋
川
久
子
、
小
河
織

衣
、

今
村

桂
子

の
み
な
さ
ん
が
、

そ

れ
ぞ
れ

の
立
場
で
日
本

に
お
け
る
サ

ン

・
モ
ー

ル
会

の
活
動
、
メ
ー

ル

・
マ
テ

ィ
ル
ド

に
つ
い
て
調
べ
ら
れ
て

い
る
が
、

本
稿
執
筆

に
際
し
て
参
照
さ
せ
て
頂

い
た
。
記
し
て
感
謝
し
た

い
。

】
(
一
九
八
〇

・
二

・
六
)
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